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当
社
の
参
集
殿
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出

費
ご
多
端
の
折
に
も
拘
わ
ら
ず
、
浄
財
の
ご
奉

納
を
賜
り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
二
期
の
集
金
も
少
し
残
っ
て
お
り
ま
す

が
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
工
事
は
順
調
に
進

捗
し
、
三
月
三
日
の
地
鎮
祭
を
始
め
六
月
五
日

の
立
柱
祭
、
六
月
十
二
日
に
は
め
で
た
く
上
棟

祭
を
執
行
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
参
集
殿
の
建
設
と
並
行
し
て
、
社

務
所
の
一
部
を
神
輿
庫
に
改
装
し
、
職
舎
（
旧

社
務
所
）
及
び
神
輿
庫
を
解
体
し
て
、
参
集
殿

正
面
の
ア
プ
ロ
ー
チ
工
事
を
施
行
し
、
十
二
月

に
は
全
て
の
工
事
を
終
了
し
て
竣
工
祭
を
執
行

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
正
月
か
ら
は
、
社
務
所
機
能
を
参
集

殿
に
移
し
、
稼
働
す
る
事
と
成
り
ま
す
の
で
、

神
札
・
御
守
の
授
与
等
は
参
集
殿
で
対
応
致
し

ま
す
。

　

参
集
殿
の
授
与
所
は
現
在
の
二
倍
の
広
さ
に

な
り
、
奥
行
き
約
三
メ
ー
ト
ル
の
下
屋
（
さ
し

か
け
屋
根
）
を
設
置
致
し
ま
す
の
で
、
雨
の
日

に
も
濡
れ
る
事
無
く
、
混
雑
に
も
対
応
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

奉
納
寄
附
金
額
は
当
初
の
予
定
か
ら
今
一
歩

不
足
し
て
お
り
ま
す
。
年
末
ま
で
は
随
時
、
ご

奉
納
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
氏
神
様
の
た

め
に
、
何
卒
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　

　
　
参
集
殿
が
竣
工
へ

　　　参集殿上棟祭／令和元年６月 12 日
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天
皇
陛
下
退
位
を
受
け
、
四
月
一
日

に
菅
官
房
長
官
か
ら
新
元
号
「
令
和
」

が
発
表
さ
れ
、
五
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
一
日
、
恒
例
の
月
次
祭
に
合
わ

せ
て
践
祚
改
元
奉
告
祭
を
執
行
し
、
参

列
者
に
元
号
の
出
典
元
と
な
っ
た
万
葉

集
の
「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
」
の
冒
頭

部
分
を
口
語
訳
し
、
令
和
の
元
号
入
り

神
酒
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
令
和
の
御
朱
印
を
受
け
た

り
、
拝
殿
向
拝
に
掲
げ
ら
れ
た
奉
祝
懸

垂
幕
を
写
真
に
収
め
た
り
す
る
参
拝
者

で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

　　新元号と天皇陛下即位を奉祝する懸垂幕

践せ

ん

そ祚
改
元
奉
告
祭
執
行

　  

即
位
礼
当
日
祭

 

大だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
当
日
祭
並

　
　
　
　
新
穀
感
謝
祭

　

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は

今
秋
、
即
位
礼
並
び
に
大だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
を
執
り

行
わ
せ
ら
れ
、
皇
祖
皇
霊
を
始
め
、
広

く
内
外
に
御
即
位
を
公
に
宣
明
な
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
慶
事
に
伴
い
全
国
の
神
社
で
は
、

即
位
礼
当
日
祭
を
執
行
致
し
ま
す
。
当

社
に
お
き
ま
し
て
も
左
記
に
よ
り
斎
行

致
し
ま
す
の
で
、
お
繰
り
合
わ
せ
御
参

列
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

記

♦
日 

時　

令
和
元
年
十
月
二
十
二
日
㈫

             

午
前
九
時
〜

♦
場 

所   

鶴
﨑
神
社
拝
殿　
　
　

　

大
嘗
祭
は
、
天
皇
陛
下
が
御
即
位
の

後
、初
め
て
行
わ
せ
ら
れ
る
新
嘗
祭
（
陛

下
が
新
穀
に
よ
る
御み

け饌
を
天
照
大
御
神
・

天て
ん
し
ん
ち
ぎ

神
地
祇
に
供
せ
ら
れ
神
々
と
供
に
召

し
上
が
ら
れ
る
祭
祀
）
で
す
。

　

当
社
の
新
穀
感
謝
祭
に
併
せ
て
大
嘗

祭
当
日
祭
を
左
記
に
よ
り
斎
行
致
し
ま

す
の
で
お
繰
り
合
わ
せ
ご
参
列
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

記

♦
日 

時  

令
和
元
年
十
一
月
二
十
三
日
㈯

　
　
　
　

午
後
二
時
〜

♦
場 

所  

鶴
﨑
神
社
拝
殿　
　
　
　
　

写
真
で
見
る
参
集
殿
建
設
状
況

基礎工事 /5 月 18 日建前が終わった参集殿 /6 月 8 日

屋根地とルーフィング /7 月 5 日屋根が葺き終わった参集殿 /8 月 22 日
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安
原
伝
兵
衛
物
語

　
「
廃
れ
間ま

ぶ歩
で
八
年
も
水
汲
み
ば
か
り

や
っ
て
る
そ
う
だ
が
見
当
は
ず
れ
じ
ゃ

な
い
の
か
？
」

　
「
い
ん
や
、
そ
げ
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
水
の
逃
げ
道
さ
え
考
え
た
ら
立
派

な
間
歩
に
な
り
ま
す
け
ん
」

　
「
そ
う
か
、
聞
き
し
に
優
る
頑
固
者

じ
ゃ
な
。
そ
れ
に
は
ひ
と
つ
方
法
が
あ

る
。
横よ
こ
あ
い相
と
言
っ
て
な
、
南
蛮
渡
来
の

技
術
じ
ゃ
。
佐
渡
金
山
で
試
し
て
う
ま

く
行
っ
た
。
ど
う
か
な
、
儂わ
し

と
組
む
気

は
な
い
か
。」

　

横
相
な
ん
て
初
め
て
聞
く
伝
兵
衛

だ
っ
た
け
ど
、
そ
の
瞬
間
、
こ
れ
は
長

年
探
し
求
め
て
き
た
方
法
で
必
ず
成
功

す
る
と
直
感
し
た
。

　
「
是
非
儂
に
や
ら
し
て
ご
し
な
い
。
必

死
で
や
り
ま
す
け
ん
」
伝
兵
衛
の
目
が

輝
い
た
。

　
「
そ
う
か
わ
か
っ
た
。
早
速
手
配
し
よ

う
」

　

か
く
し
て
二
人
は
廃
れ
間
歩
復
活
に

向
か
っ
て
手
を
組
ん
だ
。

　

横
相
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
見

事
に
廃
れ
間
歩
に
つ
な
が
り
大
量
の
溜

ま
り
水
が
流
出
し
た
。

　

そ
し
て
伝
兵
衛
の
見
込
み
通
り
と

び
っ
き
り
の
良
い
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
た
。

　

伝
兵
衛
は
万
感
の
思
い
で
こ
の
復
活

し
た
間
歩
を「
釜
屋
間
歩
」と
名
付
け
た
。

伝
兵
衛
に
と
っ
て
こ
の
間
歩
は
り
水
観

音
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

翌
年
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
釜

屋
間
歩
で
働
く
掘
子
と
負
子
は
千
人
を

越
え
、
続
々
と
鏈く
さ
り
が
掘
り
出
さ
れ
た
。

長
安
は
更
に
新
間
歩
の
開
発
を
伝
兵
衛

に
命
じ
た
。
伝
兵
衛
は
、
釜
屋
間
歩
か

ら
二
百
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
処
に
「
大

久
保
間
歩
」
を
掘
っ
た
。
こ
の
両
間
歩

は
奥
で
お
互
い
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

大
久
保
長
安
は
石
見
銀
山
奉
行
就
任

の
年
に
、
釜
屋
間
歩
を
成
功
さ
せ
た
強

運
の
持
主
だ
。
こ
の
功
績
に
よ
り
、
慶

長
八
年
佐
渡
金
山
奉
行
も
兼
任
し
、
石

見
二
万
石
の
大
名
に
出
世
し
た
。

　

石
見
銀
山
奉
行
と
し
て
十
四
年
の
問
、

石
見
銀
山
を
訪
れ
た
の
は
僅
か
四
回

だ
っ
た
。
し
か
し
、
行
政
手
腕
に
優
れ
、

銀
の
輸
送
路
を
海
路
か
ら
陸
路
に
変
更

し
た
り
、
行
政
機
関
を
銀
山
町
か
ら
大

森
町
へ
移
す
な
ど
大
き
な
改
革
を
行
っ

た
。

　

そ
の
一
方
で
、
赴
任
地
へ
の
大
名
行

列
は
、
警
備
の
武
士
の
他
、
猿
楽
師
や

着
飾
っ
た
美
女
な
ど
七
十
人
の
絢
爛
豪

華
な
行
列
で
世
間
の
注
目
を
集
め
た
。

　

釜
屋
間
歩
か
ら
は
莫
大
な
銀
を
産
出

し
、
徳
川
幕
府
の
財
政
に
大
き
く
貢
献

し
た
。

　

慶
長
八
年
（
一
六
〇 

三
）
の
釜
屋
間

歩
の
運
上
銀
は
三
千
六
百
貫
（
十
三
・
五

ト
ン
）
世
界
的
に
見
て
も
、
西
暦

一
六
五
〇 

年
ま
で
の
世
界
の
産
銀
高

四
百
二
十
ト
ン
、
内
日
本
は
二
百
ト
ン

だ
っ
た
。

　

二
人
の
立
役
者
の
生
活
は
対
照
的

だ
っ
た
。

　

伝
兵
衛
の
暮
ら
し
は
釜
屋
間
歩
の
成

功
後
も
殆
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
唯
一

の
変
化
は
、
錦
織
弥
太
夫
の
世
話
で
出

雲
田
儀
か
ら
嫁
を
も
ら
う
た
め
、
家
を

新
築
し
た
こ
と
だ
。

　

早
島
の
お
か
ァ
も
亡
く
な
り
、
こ
の

石
見
銀
山
に
永
住
す
る
決
意
を
し
た
。

　

神
仏
へ
の
畏
敬
の
念
は
、
ま
す
ま
す

深
く
な
り
、
銀
山
町
の
清
水
寺
、
三
次

の
鳳
泉
寺
、早
島
の
御
𥔎
宮（
鶴
𥔎
神
社
）

へ
寄
進
を
続
け
た
。

　

御
𥔎
宮
に
現
存
す
る
資
料
に
よ
れ
ば
、

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
か
ら
元
和
元

年
（
一
六
一
五
）
ま
で
に
、本
殿
新
改
築
、

屋
根
葺
替
え
、
毘
沙
門
堂
新
築
、
御
釜

殿
新
築
な
ど
、
六
回
寄
進
し
て
い
た
。

　

御
𥔎
宮
は
、
明
治
に
な
っ
て
鶴
𥔎
社

と
社
名
を
変
え
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

13

七
五
三
詣
り

本年は下記の年齢の子供が七五三です。
ご祈祷は随時奉仕しておりますが、予約を
お願致します。

３歳　平成 29 年生　男・女
５歳　平成 27 年生　男
７歳　平成 25 年生　女

七五三詣りは「かぞえ年」で行うのが本義ですが、諸事
情により「満年齢」でもお参りされています。

　　　伝兵衛が発見した釜屋間歩
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塩　津

安
原　

昇

早
島
町
早
島
一
五
八

谷
本　

渉

　
早
島
町
早
島
八
七
ー
一

４

祭
事
暦

十
月
十
九
日
（
土
）

　
［
午
前
十
時
］鶴
﨑
神
社
秋
季
大
祭【
供
膳
祭
】

　
［
午
後
七
時
］八
幡
神
社
秋
季
大
祭（
露
店
あ
り
）

十
月
二
十
日
（
日
）［
午
前
九
時
］　

神
幸
祭

十
月
二
十
二
日
（
火
）［
午
前
九
時
］
即
位
礼
当
日
祭

十
一
月
十
五
日
を
中
心
に
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
土
）　

　
［
午
後
二
時
］
大
嘗
祭
当
日
祭
並
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
木
）［
午
後
二
時
］　

年
始
祭　

毎
月
一
日
［
午
前
九
時
］　

月
次
祭

※
各
祭
典
は
ど
な
た
で
も
参
列
出
来
ま
す
の　

　

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
ご
参
拝
下
さ
い
。

　

当
社
で
は
左
記
に
よ
り
随
時
ご

奉
仕
致
し
て
お
り
ま
す
。

♦
家
内
安
全
・
交
通
安
全
・
初
宮

　

詣
・
七
五
三
詣
・
厄
除
・
九
星

　

災
難
消
除
・
安
産
・
当
病
平
癒
・

　

学
業
成
就
・
そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・

　

埋
井
祭
・
改
装
清
祓
・
解
体
清

　

祓･

神
葬
祭
・
霊
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連

絡
下
さ
い
。

諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

新任

総
代
の
異
動

帯高南古開

岡　

誠
一

倉
敷
市
帯
高
四
三
三

鈴
木　

裕
二

　
倉
敷
市
帯
高
三
九
九
ー
二

退任

（
令
和
元
年
6
月
1
日
付
）

　

今
年
も
神
社
仏
閣
60
社
寺
が
参
加
し

て
山
陽
新
聞
社
主
催
「
ま
い
ら
れ
ぇ
岡

山
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
各
社
寺
の
縁

起
や
見
ど
こ
ろ
な
ど
、
幅
広
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　

参
加
し
て
い
る
神
社
、仏
閣
で
は
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が

次
の
通
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　（
令
和
２
年
４
月
30
日
〆
切
）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

 

今
年
も
参
加
し
て
い
ま
す

ま
い
ら
れ
ぇ
岡
山

新任 死亡

（
令
和
元
年
7
月
15
日
付
）

五日市

大
原　

茂

倉
敷
市
五
日
市
八
七
三

新任

（
令
和
元
年
9
月
1
日
付
）

　

当
社
の
総
代
長
安
原
昇
氏
が
六
月
十
八
日
に
逝
去

さ
れ
、
同
二
十
一
日
に
セ
レ
マ
倉
敷
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

に
て
宮
司
、
総
代
参
列
の
下
、
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
氏
は
平
成
十
三
年
に
総
代
に
就
任
し
、
平
成

十
七
年
に
は
総
代
長
（
責
任
役
員
）
に
就
任
し
、

十
八
年
の
長
き
に
渡
っ
て
神
社
の
運
営
護
持
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
岡
山
県
神
社
庁
都
窪
支
部
総
代
会
長
、
岡
山
県
神
社
総
代
会
理
事
の
要

職
を
歴
任
し
、
平
成
二
十
四
年
に
は
長
年
の
功
績
に
対
し
て
当
社
か
ら
の
感
謝
状
、

平
成
二
十
五
年
に
は
岡
山
県
神
社
庁
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
長  

安
原 

昇
氏
が
逝
去

　
　
　
　（
令
和
２
年
６
月
５
日
〆
切
）

　

応
募
用
紙
を
兼
ね
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
拝
殿
内
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。

参集殿建設奉納金芳名板設置
２
万
円
以
上
ご
奉
納
の
方
の
お

名
前
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。


